
平成 23 年 1 月 27 日 

 降雪の影響について  

 

１．Ｈ22.11.1～Ｈ23.1.18 の累計降雪量 

 

●道央道の旭川における上記期間中の累計降雪量は約４ｍあり、昨年度同時期（約５ｍ）より少雪となっ

たが、年始以降はオホーツク海に気圧の谷が停滞する傾向が続き、降雪量が増加した。 

●山形道の月山では約１１ｍあり、昨年度同時期（約９ｍ）より多雪となった。 

●上信越道の信濃町では、約５ｍあり昨年度同時期（約７ｍ）より少雪となった。 

●関越道の土樽では約８ｍあり、昨年度同時期（約８ｍ）と同程度となった。１/9 には強い低気圧の影響

を受け、１ｍ/日の降雪を記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

２．降雪の影響による通行止め実施状況 

 

●降雪の影響による通行止め量は、約 56,900ｋｍ・ｈで昨年度同時期と比較すると９４％となった。 

12 月に東北、１月は北海道に多くの通行止めが発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布資料 

【道央道－旭川（北海道）】　累計降雪量（単位：ｍ）
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【山形道－月山（山形県）】　累計降雪量（単位：ｍ）

0

2

4

6

8

10

12

H20年度 H21年度 H22年度

11/1～30 12/1～31 1/1～18

8 9

11

【上信越道－信濃町（長野県）】　累計降雪量（単位：ｍ）
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通行止め量（ｋｍ・ｈ）
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【北海道】　通行止め量（ｋｍ・ｈ）
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【東北】　通行止め量（ｋｍ・ｈ）
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【関東】　通行止め量（ｋｍ・ｈ）
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【新潟】　通行止め量（ｋｍ・ｈ）
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【関越道－土樽（新潟県）】　累計降雪量（単位：ｍ）
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※通行止め量：通行止を実施した区間距離に通行止時間を乗じた、通行止めの絶対量を表す指標。
　　　　　　　通行止め量（km・h）＝通行止区間距離（km）×通行止延べ時間（h）



３．通行止めに大きな影響をもたらした降雪 

 

①12/25 冬型の気圧配置が強まり、東北（福島）を中心に大雪となった。 

②12/31 に西日本上空より発達した低気圧が北日本に流れ込み、東北（岩手）を中心に大雪となった。 

③停滞した気圧の影響により、1/7～11 にかけて北海道に断続的な通行止めが発生した。 

 

番

号 

日時 通行止め量

（ｋｍ・ｈ） 

延べ延長

※（km） 

主な区間 通行止め時間 

(h) 

① 12/25～26 8,800 690 磐越道 会津若松 IC～会津板下 IC 32 

② 12/31～1/2 14,800 700 東北道 松尾八幡平 IC～安代ＪCT 46 

③ 1/7～11 11,100 1,200 道央道 江別東 IC～岩見沢 IC 43 

※延べ延長：上下線別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．冬季の雪道広報について 

  ●雪氷対策作業へのご理解、雪道安全走行（冬タイヤ等の装置含む）啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② H22.12.31 21 時 ① H22.12.25 12 時 ③ H23.1.8 3 時 

ポスター 

ﾄﾞﾗぷら 
ﾄﾞﾗぷらﾓﾊﾞｲﾙ 

①12 月 27 日；福島民友新聞 ②1 月 1 日；岩手日報 

大陸からの強い寒気の影響で、道内は南西

部を中心に８日朝にかけ大雪となった。３連

休の初日、札幌などで多くの市民が朝早くか

ら雪かきに励んだ。同日正午までの２４時間

降雪量は、恵庭市島松で３０センチ、胆振管

内安平町で２８センチ、後志管内倶知安町で

２７センチ。札幌市は２５センチに上った。

また、同日朝は十勝管内陸別町で氷点下２

５・５度を記録、この冬一番の冷え込みとな

った。 

道警交通管制センターによると同日正午現在、高速道路は札樽道の小樽－

札幌間など３路線５区間、道道は１路線１区間が通行止め。ＪＲは快速エア

ポート２本が手稲－小樽間で部分運休。フェリーは利尻－礼文間と奥尻－江

差間の計３便、空の便も中標津－新千歳間の２便が欠航した。一方、北海道

電力によると７日、１日の消費電力量が１億２９６５万７千キロワット時

と、昨年２月５日の記録を更新し過去最大となった。降雪と寒さで暖房やロ

ードヒーティングによる電力消費量が伸びたためとみられる。 

③1 月 8 日；北海道新聞 


